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ヨル バ語 の母 音 削 除 と トー ン変化 の規 則 につ いて

小森 淳子

 ヨ ル バ 語 で は、 語 あ る い は 形 態 素 間 で 母 音 が 連 続 す る と、 母 音 の 削 除 が 起 こ る。

具 体 的 に は、 動 詞 や 前 置 詞、 接 頭 辞 と、 そ の う しろ に 続 く名 詞 との 間 で 母 音 が 並 ぶ

場 合 に、 ど ち らか 一 つ の 母 音 が 削 除 され る の で あ る。 そ の 際 ど ち ら の 母 音 が 削 除 さ

れ る か は 必 ず し も規 則 的 で は な い が、 トー ンの 変化 は 予 測 可 能 で あ り規 則 的 で あ る。

 こ の よ う な トー ン独 自 の 変 化 は、Goldsmithに よ っ て 提 唱 さ れ、 そ れ 以 来 さ ま ざ

ま な 進 展 を 見 せ て い る 自律 分 節 音 韻 論(Autosegmental phonology)の 枠 組 み で 説

明 す る こ とが で き る。 つ ま り、 母 音 の 素 性 の 表 示 に お い て、 音 節 を な す 素 性 と トー

ン の 素 性 を 一 つ の 音 韻 表 示 の 枠 内 に お く の で は な く、 そ れ ぞ れ 別 の 自律 し た層 ―

分 節 素 層(segmental tier)と ト ー ン 層(tonal tier)一 に 分 け て お き、 そ れ ぞ

れ の 層 の 素 性 を 対 応 線 に よ っ て 結 び 付 け る と い う の 考 え 方 で あ る。

 Pulleyblank(1986)は 、 自律 分 節 音 韻 論 を 発 展 さ せ た 不 完 全 指 定 理 論(Under―

specification Theory)に 基 づ い て、 ヨ ル バ 語 の 母 音 削 除 の 際 の トー ン 変 化 の 規 則

を 提 示 して い る。 特 に、 「Mト ー ン を 基 底 で 指 定 し な い 」 と い う仮 定 は 母 音 削 除 の

際 の 顕 著 な トー ン 変 化 を 捉 え る た め に 有 効 で あ る。 つ ま り、Mト ー ン と他 の トー ン

が 隣 接 す る と き 母 音 削 除 で 残 る トー ン は 必 ずM以 外 の トー ン に な る と い う 変 化 は、

Mト ー ン を 基 底 で は 指 定 して お か な い こ と に よ つて 説 明 さ れ る の で あ る。

 本 発 表 は、Pulleyblankの 母 音 削 除 の トー ン 規 則 を概 観 し、 そ の 中 で もH/L波

及 の 規 則 に つ い て 再 検 討 す る も の で あ る。

 H/L波 及 の 規 則 は 、 隣 接 す る 母 音 の トー ン がHとLで あ る 場 合 、 後 ろ の 母 音 の

トー ン が 上 昇(HL)あ る い は 下 降(HL)ト ー ン に な る 変 化 を 説 明 す る た め の も

の で あ る。Pulleyblankは 母 音 削 除 で 切 り離 さ れ たHト ー ン を、 こ のH/L波 及 の

規 則 に よ っ て、 残 さ れ た 母 音 に 再 付 与 さ せ て い る。 問 題 は こ のH/L波 及 の 規 則 が

か か る順 序 で あ る。 再 付 与 さ れ たHト ー ン が も う 一 度Lト ー ン に 波 及 す る こ とが な

い、 と い う 事 実 か ら、H/L波 及 の規 則 を 「M付 与 」 規 則 の 後 に お く こ と を提 案 す

る。 こ の 順 序 で あ れ ば 、Pu11eyblankが 挙 げ た'Relinking condition'(切 り離 さ れ

たLト ― ン の 再 付 与 を 禁 じ る 条 件)が 不 要 と な る。 ま た こ の 順 序 はMが 付 与 さ れ た

後 にH/Lの 波 及 規 則 が か か る こ と を 表 して い る。 これ は 、 ヨ ル バ 語 に お い て トー

ン の 波 及 は 表 層 的 な 現 象 で あ り、 母 音 削 除 の 場 合 で も そ の ト― ンの 波 及 規 則 は 表 層

の レ ベ ル に 位 置 づ け る こ とが で き る と い う こ と を 示 す も の で あ る。

な お、 詳 し くは 『言 語 学 研 究 』13号(ig94)の 拙 論 を 参 照 くだ さ い。

                 (こ も り じ ゅ ん こ、 国 立 民 族 学 博 物 館)
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南 ア フ リ カ に お け る 言 語 の エ コ ロ ジ ー

宮 本 正興

1.ア フ リカ の マ ル チ リ ン ガ リズ ム

*マ ル チ リ ン ガ リ ズ ム に つ い て の 考 え 方

*ジ ン バ ブ エ の 場 合

 Shona, Ndebele, English

*ナ ミ ビア の 場 合

*ソ ウ ェ ト蜂 起

2.南 ア フ リ カ 素 描

3.南 ア フ リカ の 言 語 状 況

用 語定 義

*Official language: a language used in the business of government

 (legislative, executive, administrative and judicial) and in the

 perforurance of the various o七her functions of the state.

*National language: The language of a social and cultural entity

 which is in widespread use in a country (United Nations).
*lan ua e  lannin : ..。government policy decisionS concerning which

 language should be assigned 疣d recognized for which purposes within

 a country or region as well as the various implementation (enforcing,

 motivating, influencing) steps taken to support the policy... (Fishman)

4.英 語 ・ア フ リカ ー ン ス 語 ・ア フ リカ ン 言 語 の 拮 抗(1980年 調 査)

 (イ)英 語 も し くは ア フ リカ ー ン ス を 母 語 と す る者 は 全 人 口 の25.2%

 (ロ)全 人 口 の43%は 英 語 も ア フ リカ ー ン ス も話 さ な い

 (ハ)全 人 口 の44%が 英 語 を 話 す

 (二)全 人 口 の48%が ア フ リカ ー ン ス を 話 す

 (ホ)白 人 ・カ ラ ー ド ・ア ジア 系 全 住 民 の う ち ア フ リ カ ン 言 語 を ユつ で も 話 す者 は7.5%

5.ポ ス ト ・ア パ ル トヘ イ トの 言 語 問 題(政 策 ・計 画)

 *マ ル チ リ ン ガ ル 国 家 と 国 家 的 統 一

 *言 語 政 策 の か な め

① どの 言 語 を 全 国 的 に使 う か(lingua franca, universal second language)

② ど の 言 語 を 地 域 的 に 使 う か

③ どの 言 語 を ど の 段 階 で 教 科 と して 教 え るか

④ 教 授 用 言 語 は ど う す る か

*研 究 機 関 と 提 案

 (イ)National I、anguage Project (NLP)

 (ロ)ANC Harare workshoP (1990)

 (1、)Van der Bergheの 提 案(1990)

 (二)Zotwanaの 提 案(1988)

*言 語 計 画 の 三 つ の シ ナ リ オ

 ①ANC案

 ②'No more, No less'案 (Tongues option)

 ③Standardization&Harmonization案

6.言 語 の 衰 退 (Language decline)

*Language Shift

*Language Death

*Language Suicide

*Languacide

*「 英 語 の 難 攻 不 落 の 地 位 」?

(み や も と ま さ お き、 大 阪 外 国 語 大 学)
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チ ムール 朝 時代 の ウイ グル 文字使 用 に関 す る研 究

菅 原 睦

 チ ム ー ル 朝 時 代 は、 イ ス ラ ム 化 以 降 の ア ラ ビ ア 文 字 に よ る チ ュ ル ク 語 文 章 語 の 発

展 が 一 つ の 頂 点 を 迎 え た 時 期 で あ り、15世 紀 の チ ャ ガ タ イ ・ トル コ語 文 学 は そ の 文

学 面 で の 成 果 に 他 な らな い。 そ の 一 方 で、 チ ム ー ル 朝 の い くつ か の 都 市 に お い て は

イ ス ラ ム 以 前 の 伝 統 を 象 徴 す る ウ イ グ ル 文 字 の 使 用 も行 わ れ て お り、 そ れ を 示 す 文

献 と して a)若 干 の 文 書 ・碑 文 b)イ ス ラ ム 時 代(11世 紀 以 降)に 属 す る 文 学 ・宗 教

作 品 の、 ウ イ グ ル 文 字 に よ る 写 本 が 今 日 知 ら れ て い る。 こ の、 イ ス ラ ム 的 環 境 に

お け る ウ イ グ ル 文 字 使 用 の 背 景 な ら び に 言 語 面 で の 特 徴 を 明 らか に す る こ と は、 チ

ム ー ル 朝 時 代 中 央 ア ジ ア の 文 化 的 ・言 語 的 状 況 、 特 に そ の イ ス ラ ム 以 前 の 伝 統 との

関 わ りを 考 え る う え で 極 め て 重 要 で あ る と考 え ら れ る。

 本 発 表 で は、 ま ず チ ャ ガ タ イ ・ トル コ語 の 文 人 た ち が み ず か らの 言 語 的 伝 統 に 言

及 した 例 を 指 摘 し た後 、b)の 写 本 類 の い くつ か に つ い て そ こ に 見 られ る言 語 特 徴 を

論 じた 。 注 目す べ き 点 と し て 以 下 の も の を 挙 げ る こ と が で き る。

1.作 品 が 本 来 書 か れ た 時 代 の 古 い 言 語 形 式 を、 チ ャ ガ タ イ ・ トル コ語 と 一 致 す る

形 式、 即 ち 筆 写 さ れ た 時 代 の 形 式 に 改 変 した 例 が し ば し ば 見 られ る(第2音 節 母 音

U(�)/u(o)の 脱 円 唇 化、 第1音 節 母 音艪ﾌ 逆 行 同 化 に よ る 円 唇 化 、 第2音 節 母 音

iハ の順 行 同 化 に よ る 円 唇 化 、 ―agu― 〉 ―awu―等)。

2.ウ イ グ ル 語 の 伝 統 的 正 書 法 と比 較 して の 表 記 面 で の 特 徴 は 次 の 通 りで あ る。

 ま ず 母 音 に つ い て は、 今 回 取 り上 げ た す べ て の 文 献 に お い て ウ イ グ ル 語 の 正 書 法

を離 れ 、 ア ラ ビ ア 文 字 表 記 の 原 理 に 影 響 さ れ た 独 自 の 表 記 法 へ の 傾 向 が 認 め られ る。

即 ち、 原 則 的 に す べ て の 母 音 を 表 記 す る、 語 頭 のa/艪� と も に 文 字 冖 で 表 記 す る、

第1音 節 の 円 唇 母 音u/o/U/6を す べ て 文 字C)Wで 表 記 す る、 と い っ た 特 色 で あ る。

 次 に 子 音 に つ い て は、 借 用 語 の 子 音fを 文 字Pで 表 記 す る、 子 音v(>w)を 文

字Wで 表 記 す る 、借 用 語 の 子 音Zを 文 字Cで 表 記 す る、 更 に 一 部 の 文 献 で は 母 音

間 の η を 文 字NKKで 表 記 す る とい っ た 点 で、 や は りウ イ グ ル 語 の 一 般 的 な 表 記 法

との 相 違 を示 す 。 これ ら の 特 徴 に は、 今 日 の ウ ズ ベ ク 語 や 新 ウ イ グ ル 語 に 見 られ る

音 韻 現 象 と符 合 す る も の が あ り、 ウ イ グル 文 字 に よ る表 記 が 当 時 の 口 語 の 子 音 体 系

を 反 映 し て い る可 能 性 が あ る。

 以 上 の 点 か ら判 断 す る な ら ば、 チ ム ー一ル 朝 時 代 の ウ イ グル 文 字 使 用 は、 直 接 ウ イ

グ ル 語 の 伝 統 を 保 持 した も の で は な く、 む し ろ チ ャ ガ タ イ ・ トル コ語 と同 時 代 の 言

語 状 況 を 映 し出 す もの と して 評 価 さ れ るべ きで あ る。

(す が は ら む つ み 、 東 京 外 国 語 大 学)

一245―



ビル マ文 語 の母 音eに つ い て

藪 司郎

0.ビ ル マ文 語(WrB)の 母 音eは 、 ふ っ う 口語(SpB)(ラ ング ーン=マンダ レー方 言)のeiに 対 応 す

るが、 一 方 い くつか の語 にお い てiに 対 応 す る例 が み られ る。 なぜ この よ うな 不規 則 性 が

生 じたの か。 ま た、 どの よ うな場 合 にeがeiで は な くiに 対応 す るの か。

1.「 系 統 的 に古 い 段 階 の文 字原 形 、 お よび、 その 系統 の文 字 が、 共 通 かっ 慣 用 的 に表 わ

して い る と考 え られ る音 」 をそ の 「文 字 の表わ す示音 質 」 とい う(西 田龍 雄(1955)「Mya―

zedi碑 文 における古 ビル マ語 の研 究(1)」 『古代 学 』4:1, p.19お よびその注1)。 「文 字転 写 は、 一

般 に、 示 音質 を 念 頭 にお いた も の」 で 、 「示 音 質 は 古 い時代 の その 言語 の も って いた 音 と

無 関係 で はな いが、 音 体 系 としての 音韻 とは、 厳 密 に区別 され ねれ ば な らな い。 」(ibid.)

「文 字 の 表す 示 音 質 」 は、1字 音 質 》(letter sound/sonus grammae/son du caract鑽e)

と 呼 び か え る こ とが で き るで あ ろ う(藪 司 郎(1992)「 ヒ。ユー語 」『言 語 学 大辞 典 』第3巻 、 三

省 堂p.556;同(1996)「 字 音 質」同第6巻 、pp.625―626参 照)。

2.ビ ル マ文 語(WrB)の 一eは 古 ビル マ 語(OB)の ―iy～-iiy(ま れにyを 欠 く)に 、 ま

た 一weは ―uy～-uuyに 、 規 則的 に対 応 す る。

WrB kre:OB krig～kriiy 「銅 」  WrB khwe:OB khuy～khuuy 「犬 」

  ne  niy～niiy厂 住 む 」   mrWe  mrUy～ ■rUUy 「蛇 」

  pe:  piy～pii厂 与 え る 」   hrwe  rhuy～rhuuy 「黄 金 」

3.OB―iy>WrB-eが 、 口 語 ビ ル マ 語(SpB)(ラ ング ーン=マンタ"レー方 言)で-eiに な ら ず に 一i

に な る も の に 次 の よ う な 語 が あ る 。 そ し て 、 そ れ ら は ほ か の ビ ル マ 語 系(Burmish)言 語

の 一iに 対 応 す る 。

os kriy WrB kre: SpB c� Atsi kyi Nusu gri― 厂銅 」

 a―ciy'  a一ce.  '舖�   '臘�   ji_` 「種 」 e「 核 、 仁 」)

以 下 にWrB/SpBの 対 比 の み を あ げ る 。

(例)khye:/ch↑ 「糞 」、 khre/chi「 足 」、 c�/S1「 塞 ぐ 」、 mre:/my遧ﾊ 孫 」、 re/yi「 数 え る 」

4.次 の よ うな 音 環境 に あ る場 合 、OB-ly>WrB-eはSpBに お い て音 変化 せ ず-iの

ま まで 残 る語 が あ る とい う こ とに な る。

―iy→-i/[+舌 頂 性 ー 前 方 性]   (OB―iyに は ときおりWrB―i～-iiに も対 応 する例 が

  あることから、その音 価 はiと 推 定 される。 例:OB/WrB hiy'/hri「 あ る 」, khariy/kharii:「 距 離 」)

5.15―16世 紀 にWrBの 正 書 法 が成 立 した とき、 OBの 一iy～ ―iiyはWrBに お いて 一律 に一eに 書

きか え られ た。 これ は12世 紀 か ら15/16世 紀 に か けて生 じた 音韻 変 化 の 一部 をな して い る。

しか し、 実 際に は、 そ の よ うな変 化 を辿 らなか った場 合 もあ っ たた め、 口語 形 と綴 り字 の

くい ちが う語 が で きた。 ビル マ語 の正 書法 成 立 の過 程 で み られ る、 いわゆる、僧 侶 語 源(monk

etymology)に よ る語 形 の改 変(例:WrB kuit', Pali k窕a「 体 」)を あわ せ 考 え る と興 味深 い 。

(や ぶ しろう、 大阪外 国語大 学)
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海 岸 ヅ ィ ム シ ア ン 語 の い わ ゆ る 「下 降 母 音 」 に つ い て

笹 間 史 子

 海 岸 ッ ィ ム シ ア ン 語(Coast Tsimshian)は カ ナ ダ の ブ リ テ ィ ヅ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 州 北

西 海 岸 お よ び ア メ リ カ 合 衆 国 ア ラ ス カ 州 南 端 で 話 さ れ る 言 語 で 、 話 者 数 は 約500人

と 推 定 さ れ て い る 。 系 統 的 に は 、 ナ ス ・ ギ ト ク サ ン 語(Nass-Gitksan)、 南 ツ ィ ム シ ア

ン 語(Southern Tsimshiﾘ)と と も に ツ ィ ム シ ア ン 語 族(Tsimslvanic language family)に 属 す る 。

 海 岸 ヅ ィム シ ア ン 語 は、 一 般 に 「下 降 母 音(falling vowels)」 と よ ば れ る 母 音 を 有 す

る。 「下 降 母 音 」 の 音 声 的 特 徴 は、 長 母 音 で は、 声 門 の 急 速 な 解 放、 短 い 持 続 時 間、

後 半 部 で の 弱 化 お よ び 中 舌 化、 ピ ヅチ の 下 降 な どで あ り、 短 母 音 で は、 声 門 の 急 速

な 解 放 ・後 続 の ソ ノ ラ ン ト の短 い 持 続 時 間 ・弱 化 ・低 ピ ッ チ ・と き に 無 声 性 な ど で

あ る。 話 者 ご と の 差 異 も か な りあ る。

 「下 降 母 音 」 に 関 す る 先 行 研 究 は 非 常 に 少 な い 。Du皿(1970)は 、 「下 降 」 長 母 音

に あ た る も の を 声 門 閉 鎖 音 に後 続 さ れ た 短 母 音 と 解 釈 し、Leer(1975)は 、 「下 降 」

を 母 音 核 の 一 タ イ プ と して と らえ た が 、 ど ち ら の 解 釈 に も 問題 が あ る と 思 わ れ る。

 こ こ で は、 「下 降 」 が ア ク セ ン トを も っ た 母 音 に の み み られ る こ とな ど か ら、 こ

れ を ア ク セ ン トの 一 種 と 考 え る こ と を提 案 す る。 ア ク セ ン トに 二 つ の 種 類、 す な わ

ち 普 通 の タ イ プ と 「下 降 」 タ イ プ(よ り正 確 に は"ﾘding―1タ イ プ)を 考 え る と容 易 に

記 述 で き る の で は な い か。

 海 岸 ヅ ィム シ ア ン語 の ほ か に、 同語 族 に 属 す る 南 ヅ ィ ム シ ア ン語 で も 「下 降 母 音 」

の 存 在 が 報 告 さ れ て い る こ と や、 隣 接 す る ト リ ン ギ ヅ ト語 トン ガ ス 方 言 で も"fading

energy「1を も つ 母 音 の 存 在 が 報 告 さ れ て い る こ と か ら、 対 照 研 究 、 さ らに は 言 語 接 触

の 問 題 も あ わ せ て 考 え る こ と が 必 要 だ と思 わ れ る。

(さ さ ま ふ み こ、D1)
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述語によって選択 されない項 一 フランス語の拡大与格の場合

林 博司

 述語が選択 しない文要素はめず らしい ものではない。例えば時間、空間、様態などを表

すいわゆ る状況補語は最 も一般的なもので、 これ らの要素は文 中の位置 も自由だ し出現に

対す る制約 も殆 ど無い。これに対 してフランス語の拡大与格 と呼ばれ る要素の出現に対 し

ては強い制約が ある。 この制約 は強弱には差があるものの、フランス語以外の多 くの言語

で も、所有者上昇構文、主題構文、間接受動構文な どで観察 される。

 フランス語の拡大与格に関 しては多 くの先行研究が あるが、殆ど全ての文献が受影性(

Affectedness)と いう概念に言及 している。 ところが この概念 自体がかな り曖昧な もので

ある上に、 この概念 を支える重要な要素である他動性(Transitivi七y)が 極めて弱いと思

われ る自動詞構文にも拡大与格 は観察 される。そして自動詞構文における拡大与格の研究

は殆 ど見 られないか、 または軽 く触れ られているに過 ぎない。

 他動詞構文の場合、 目的語名詞句が述語の他動性によって直接影響を受け、 この名詞句

と何 らかの関係がある与格名詞(1uiの 指示物)が 間接的に影響 を受ける。この受影性に

よって与格名詞 と文の関連性が保証され、与格名詞は文の中に統合(in七egrate)さ れ る、

と説明で きる。 ところが自動詞の場合、目的語は無い し他動性 も無い訳だか ら与格 名詞の

受影性は考えられずこの名詞は浮 き上が り、適切な解釈が与えられず、文全体が不適格に

な る。 ここで重要になるのは前置詞句の存在である。不適格な自動詞文に前置詞句 を補っ

てや ると多 くの場合適格になる。ここにこの問題を解 く鍵があるように思 える。様 々な例

を観察す ると次の様な特徴が明かになる。(1)前置詞句の種類:適 格性の改善をもた らすの

は空間 ・場所表現を表す前置詞句のみである。(2)述語のアスペ ク ト、特に状態/非 状態の

区別:状 態述語の場合は空間 ・場所表現があって も不適格になる。(3)与格名詞のAn imacy:

原則的に与格名詞は人間でないといけない。(4)身体部分を表す表現の有無=身 体部分を表

す表現があれば非状態述語の文 も容認できることが多い。(5>前置詞旬でな くても空間 ・場

所表現であれば適格性の改善に寄与す る:devant, apr鑚な どの副詞やna羡reな どのよ

うに語彙的意味 に空間 ・場所が含まれているもので もよい。(2)と(3)は他動詞構文と共通の

特徴なので、我 々の問題に関 しては空間 ・場所表現の有無(身 体部分 も一種の場所 と解釈

で きる)が 重要なポイン トであることがわか る。この空間 ・場所表現は角田の提唱する所

有傾斜における衣類の着用の有無 と密接な関係があり、さらに間接的な受影性 とも結び付

く。っ まり、空間 ・場所表現のおかげで間接 的なが ら他動性が認識で き、さらに与格名詞

が関与 している(つ まりその場所に関係 している)こ とが保証 され るのである。そ してこ

のことが文全体に対する与格名詞の関連性 を浮 き上が らせ、与格名詞の文への統合 を容易

に していると考 えられる。

(はや しひろ し・大阪外国語大学)
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複 合 語 に お け る"shoぜ 要 素 の 音 韻 現 象 に つ い て

― 複 合 語 ア ク セ ン ト規 則 再 考 ―

岩井 康 雄

 日 本 語 の 複 合 語 ア ク セ ン ト に つ い て は、 こ れ ま で に も多 くの 研 究 が あ る。 記 述 ・

分 類 に よ っ て ア ク セ ン ト法 則 を 求 め る初 期 の研 究(秋 永(1958/1981))か ら、 生 成 音 韻

論(標 準 理 論)の 枠 組 み に よ る 音 韻 規 則 の 設 定(McCawley(1968))、 非 線 状 音 韻 論 に よ

る研 究(Hﾘguchi(1977,1991))、 そ し て 最 近 の 最 適 性 理 論 に よ る分 析 な ど、 理 論 面 で の

進 展 は 著 し い。 しか し、 一 方 で 現 象 の 掘 り起 こ しに つ い て は 、 不 十 分 な 点 が 残 さ れ

て い る。

 筆 者 は、 従 来 見 落 とさ れ て い た、 あ る い は 、 あ ま り注 意 が 向 け られ て こ な か っ た

複 合 語 ア ク セ ン トの 現 象 を 掘 り起 こ し、 複 合 語 ア ク セ ン ト規 則 の 見 直 し作 業 を進 め

て きた 。 本 発 表 で は 中 間 的 な 報 告 と して、 筆 者 が こ れ ま で 行 っ て きた 研 究 の 中 か ら

以 下 の3点 に つ い て 発 表 し た。

1.

2.

3.

"Short―「とLongと い う 分 類 の 見 直 し ―"Super Long―「と い う 分 類 の 提 案

複 合 語 ア ク セ ン ト と ソ ノ リ テ ィ ー の 配 列 と の 関 係

"Sholt――要 素 の ア ク セ ン ト(及 び 他 の 音 韻 現 象)と 語 形 成 の レ ベ ル の 関 係

 1は 、 複 合 語 ア ク セ ン トの 振 る 舞 い を 捉 え る た め に は、 従 来 の"Short―1と ―bongと

い う2分 類 を 修 正 し、 ――Super Long"(5モ ー ラ 以 上 ま た は3形 態 素 以 上)を 加 え た3

分 類 を 行 う こ と が 必 要 で あ る とい う 提 案 で あ る。

 2で は 、 「エンカ+コ バ ルト―〉エンカコバ11レト」 の よ うな 複 合 語 ア ク セ ン ト(従 来 規 則 で は、

複 合 語 後 部 要 素 が4モ ー ラ 平 板 の 場 合 に は、 後 部 要 素 の 第1モ ー ラ に ア ク セ ン トが

くる も の と さ れ て い た)を 広 く調 査 し、 後 部 要 素 の 第1モ ー ラ と第2モ ー ラ の 母 音

の ソ ノ リテ ィー の 配 列 が、 こ の よ う な ア クセ ン トに 影 響 を 与 え て い る こ と を示 した。

 最 後 に3で は、 従 来 「単 純 語 の 法 則 に 支 配 さ れ る傾 向 が あ る 」(秋 永(1985))と さ

れ て き た 前 部 後 部 共 に"Short―鬯で あ る 複 合 語 の 申 に、 形 態 素 に よ っ て ア ク セ ン トの 振

る 舞 い に 偏 りが あ る こ と を 示 し、 そ れ ら が 語 形 成 の レ ベ ル(語 根 ・語 幹 ・語 cf

影 山(1993))を 考 え る こ と で 捉 え られ る 可 能 性 を 検 討 し た 。 併 せ て、 「半 濁 音 化 」

「促 音 化 」 とい う"Short"要 素 の 音 韻 現 象 に つ い て も語 形 成 の レ ベ ル を 導 入 す る こ と

を 検 討 した。

(い わい やすお、 大阪 外国語大 学)
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